筑波実験動物研究会会則

制定　平成５年５月２６日

改正　平成６年３月２日

改正　平成８年３月２２日

改正　平成２０年６月６日

改正　平成２２年６月２日

改正　平成２５年６月７日
改正　平成２６年６月５日

改正　平成２８年６月３日
改正　令和７年６月１３日
（総則）

第1条 　本会は筑波実験動物研究会：Tsukuba Association for Laboratory Animal Science(TALAS)と称する。

（目的および事業）

第2条 　本会は産官学の研究機関の集中により集積効果が得られ、情報発信基

地として位置付けられる筑波を中心に周辺を含む地域において、実験動物に関連する業務に携わるものが実験動物学の領域における情報の交換を通じ、知識の向上とこの領域の発展に寄与することを目的とする。

第3条 　本会は前条の目的を達成するために、次の事業を行う。

1) 講演会、研究発表などの研究集会、研修会の開催。

2) 実験動物に関する情報の交換、問題点の検討。

3) その他、本会の目的達成に必要な事項。

第4条 　本会に事務局を置く。
（会員）

第5条 　本会の会員は、次のとおりとする。

1) 個人会員は、筑波とその周辺において実験動物関連業務に携わる個人で、本会の目的に賛同して、入会申込書を提出し、幹事会の承認を得た者。

2) 法人会員は、筑波とその周辺において実験動物関連部門を有する法人で、本会の目的に賛同して、入会申込書を提出し、幹事会の承認を得た法人。

第6条 　年会費は、個人会員１，０００円、法人会員は１口２０，０００円と   し、１口以上とする。
第7条 　退会を希望する会員は、その旨を本会に書面をもって届け出るものする。なお、１年間にわたり会費を納めない会員は、退会したものとみなすことができる。ただし、再入会は妨げないものとする。
第8条 　幹事会の承認のもと、本会の会員の中から名誉会員等を置き、その規定には細則を施行して対応する。
（役員と会務の分担）

第9条 　本会に次の役員をおき、会務を遂行する。
1) 会長１名、副会長２名以内、幹事若干名、会計１名、監査役２名をおく。
2) 会長は会を代表し、会務を統轄する。任期は２か年とし、再選を妨げない。幹事の互選により選出され、総会の承認を得るものとする。
3) 副会長は会長を補佐し、会長不在のときは職務を代行する。任期は２か年とし、再選は妨げない。幹事の互選により選出され、総会の承認を得るものとする。

4) 幹事は次の２通りにより推薦される。

1 複数（５名以上）の個人会員の推薦を受けた個人会員

2 会長、副会長、幹事より推薦された個人会員

推薦を受けた幹事候補者は、総会の承認を得るものとする。

5) 幹事は任期を２年とし、再選を妨げない。幹事は会務の分担をおこなう。会務の分担係は必要に応じて設けるものとする。
6) 会務の各分担幹事は全幹事の互選により選出され、非分担幹事の協力を得て会の運営にあたる。

7) 監査役は会計監査を行う。任期は２年とし、幹事の互選により選出され、総会の承認を得るものとする。

（幹事会）

第10条 通常幹事会は毎年２回、臨時幹事会は適時、会長により招集開催される。幹事会は役員の委任状を含め役員数の過半数をもって成立する。幹事会は会の運営につき協議する。なお、役員の職務および分担係の会務を遂行する上での確認事項は、役員の全員を宛先とする電子メール等を使用して、異議について確認することができるものとする。
（総会）

第11条 通常総会は毎年１回、会長により招集開催される。総会は個人会員の委任状も含め個人会員数の過半数をもって成立する。総会は本会の運営につき協議する。なお、審議事項の承認、成立は出席者の過半数を必要とする。
（会計その他）
第12条 会計年度は当年４月１日から翌年３月３１日までとする。
第13条 会則の変更は総会の承認を得るものとする。

【付則１】本会発足時の会長の任期を１年とし、それ以降、幹事選出と会長

選出を毎年交互に実施する。（当該付則は発足１年間の時限付きとする）

　【付則２】本会則は平成５年５月２６日より施行する。

　【付則３】本会則は平成６年３月２日より施行する。

　【付則４】本会則は平成８年３月２２日より施行する。

　【付則５】本会則は平成２０年６月６日より施行する。

　【付則６】本会則は平成２２年６月２日より施行する。

　【付則７】本会則は平成２５年６月７日より施行する。
　【付則８】本会則は平成２６年６月５日より施行する。

　【付則９】本会則は平成２８年６月３日より施行する。
【付則１０】本会則は令和７年６月１３日より施行する。

